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令和３年第６回上天草市議会定例会会議録 

令和３年１２月１５日 

午 前 １ ０ 時 開 議 

議 場 

１．議事日程（第１６日目） 

 日程第 １ 一般質問 

      １．北垣  洋君 

（１）交通安全の取組みについて 

（２）ミオ・カミーノ天草について 

２．宮下 昌子君 

（１）原油高騰に対する支援について 

（２）国民健康保険税の子どもの均等割軽減について 

（３）財政問題について 

       ３．西本 輝幸君 

         （１）下水道業について 

       ４．田中 辰夫君 

         （１）市内トイレの現状と今後について 

         （２）上天草総合病院等の施設及び離岸堤について            

                                             

 

２．本日の出席議員は次のとおりである。（１４名） 

    議長 桑原 千知 

   １番 北垣  洋    ２番 井手口隆光    ３番 木下 文宣 

   ４番 何川  誠    ５番 塩田 真一    ６番 嶋元 秀司 

７番 田中 辰夫    ８番 何川 雅彦    ９番 宮下 昌子 

１０番 西本 輝幸   １２番 小西 涼司    １３番 新宅 靖司    

１４番 津留 和子    

                                             

 

３．本日の欠席議員は次のとおりである。（２名） 

  １１番 髙橋  健   １５番 田中 万里 

                                             

 

４．会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

市 長  堀江 隆臣   副 市 長  村田 一安 
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教 育 長  高倉 利孝   総 務 部 長  宇藤 竜一 

企 画 政 策 部 長  花房  博   市 民 生 活 部 長  水野 博之 

建 設 部 長  小西 裕彰   経 済 振 興 部 長  山本 一洋 

健 康 福 祉 部 長  坂田 結二   教 育 部 長  山下  正 

上天草総合病院事務部長  須﨑 朝幸   水 道 局 長  桑原 成明 

                                             

 

５．職務のため出席した者の職・氏名 

 議 会 事 務 局 長  海﨑 竜也   局 長 補 佐  山川 康興 

 参 事    四丸 雄介   主 事  松原ちひろ 

                                             

 

開議  午前１０時００分 

○議長（桑原 千知君） おはようございます。 

 出席議員が定足数に達しておりますので、これから、本日の会議を開きます。 

                                             

 

    日程第 １ 一般質問 

○議長（桑原 千知君） 日程第１、一般質問。 

 通告があっておりますので、順次、発言を許します。 

 １番、北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） 皆様おはようございます。 

 １番、北垣洋。議長のお許しが出ましたので、通告に従い一般質問させていただきます。 

 １０月から１１月にかけ、上天草市内で交通事故が多発しました。その中でも、小さな命が奪

われるという大変痛ましい事故が起こりました。私も子を持つ親として、その気持ちは、はかり

知れません。亡くなって間もない中、こういった議題を取り上げるのはすごく迷いましたが、同

地区の方々が懸命に地域の安全のために取り組んでいる姿を見て、私自身も議員として何とかし

なければならないと思い議会に挙げることにいたしました。このような事故を二度と起こしては

ならない。起こさないためにも、市全体で、今一度考えなくてはなりません。 

 そこで、今回は、交通安全の取組について御質問いたします。 

 まず、初めに、今回の事故を受け、市や教育委員会はどのような取組を実施されましたか、御

質問いたします。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 市としましては、今回の事故を受け、１１月１０日から１１月１９日にかけて防災行政無線の
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定時放送で、交通事故防止のために、ドライバーに対して周囲の安全確認、かもしれない運転の

心がけをお願いするとともに、歩行者に対しては、横断歩道の利用の徹底や夕暮れ・夜間時の外

出の際には、反射材の装備や明るい色の服の着用の呼びかけを行いました。また、１１月２７日

に、上天草市交通安全協会龍ヶ岳支部を中心に、事故現場を通行するドライバーに対して、前照

灯早めの点灯、横断歩道は歩行者優先、目指そう交通事故ゼロなどと書かれたプレートを掲げ、

交通安全運転を呼びかけるなど交通事故防止活動を実施いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） おはようございます。よろしくお願いします。 

 本事故の発生につきましては、非常に痛ましく残念であり、学校活動以外で発生した事件では

ございますが、教育委員会といたしましても重大事案と捉え対応させていただいたところでござ

います。事故発生を受けた教育委員会の取組につきましては、翌日１０月２８日には、教育長か

ら各校長宛てに、事故の概要と交通安全や帰宅後の遊びや暮らし方についての指導について改め

て徹底いただくよう通知を行い、各学校においては、全校集会での校長講話や学級指導で、交通

安全や自分や友達の命を大切にすることについて指導が行われたところでございます。 

 また、同日、対象小学校に対し、不安定な児童生徒はもとより、学校職員等の心身の安定への

支援を行うため、県にカウンセラー派遣を依頼し、現在も継続した支援に取り組んでいるところ

でございます。 

 １０月２９日には、上天草警察署や道路管理者等の関係機関と上天草市通学路交通安全プログ

ラムに係る緊急合同点検を実施し、交通安全確保に向けた対策を検討いたしました。御手元に現

場のほうの路面標示による交通安全対策という写真もございますが、検討内容につきましては、

車両の抑制を図るため、速度制限による交通規制や物理的デバイスとして、車道に速度落とせの

文字と道路を狭く見せるためのドットラインを表示するなどの安全対策について検討を進めるこ

ととし、路面表示による安全対策につきましては、道路管理者である熊本県によりまして実施が

完了しているところでございます。 

 また、１１月８日の市内校長会議において各校長に対し、教育長から改めて交通死亡事故を踏

まえた定期的・継続的な安全教育と指導をお願いするとともに、あわせて交通安全プログラムに

関する危険箇所の再点検を依頼しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。教育部長がおっしゃるように、今回は、登校

時の事故ではありませんでしたが、現在実施している、もしくは、実施を予定している登下校

時の安全性の確保についてどのような取組をされていますか。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） よろしくお願いいたします。 
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 現在、市では、青色回転灯装備車を活用して、各小・中学校の下校の時間帯に合わせて、町ご

とに月２回程度、巡回パトロールを実施しております。また、龍ヶ岳地域では、今回の事故を受

け、１１月から今年度中、巡回パトロールを月４回に増やして巡回するなど安全性の強化に取り

組んでおります。今後も、上天草市内の各小・中学校の下校時間に合わせ、巡回パトロールを継

続して取り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） 教育委員会の取組につきましては、上天草市通学路交通安全プロ

グラムに基づき、通学路における児童生徒の安全確保に努めております。通学路交通安全プロ

グラムの推進に当たり、毎年、小中学校で通学路の危険箇所調査を行い、把握した危険箇所に

ついて関係機関と連携しながら、合同点検を実施し、改善方法の検討並びに危険箇所対策の進

捗状況の公表などの通学路の安全対策に取り組んでおります。 

 学校における取組といたしましては、安全教育の徹底でございます。市内全小・中学校学校で

は、日常的な取組として学校活動の中で安全教育を行っておりまして、子供たちが交通ルールの

遵守など、様々な交通場面における危険について理解し、安全意識を高め自らを守る資質能力を

育成する取組を行っております。 

 登下校時の交通安全の確保につきましては、地域と一体となった通学路の安全確保への取組を

推進する必要があり、年間を通じて保護者や地域の方々に見守りの協力をいただいているところ

でございます。 

 今後とも、関係機関や学校、ＰＴＡとの連携を強化しながら、上天草市通学路交通安全プログ

ラムに基づく取組を推進し、児童生徒の通学における、より一層の安全確保に努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。先ほど、教育部長の話にもありましたが、私

も、最近、道路のカラー舗装をよく見かけますが、こちらも市の通学路等交通安全プログラム

によるものだとお聞きしています。委員と学校等で、各危険箇所の調査をもとに、対策案を検

討した後に対策を実施するとのことでした。今、資料を拝見したところ、各学校、地域で、ハ

ード事業の対策において進行状況や整備に差が見られるように感じました。これは、交通量の

多さが関係しているのでしょうか。どのように検討して、ハード事業、ソフト事業への振り分

けをされているのでしょうか。お願いします。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） 交通安全プログラムに関しましては、平成３０年に上天草市通学

路交通安全推進会議というのを設置して、この会議の中で策定するようにしております。参加

される機関におきましては、ＰＴＡ連合会、市内校長会、熊本県天草広域本部土木部、上天草

警察署、それと、行政側からは、危機管理防災課、農林水産課、建設課、学務課、子育て支援
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課、そのほか、保育園のほうから保育園連絡会が参加されております。この中で、危険箇所と

いうものを、各学校等を通じて提出していただき、現場での調査を行って、ハード事業、ソフ

ト事業として振り分けて対策を行っております。 

 ハード事業に関しましては、事業の実施に関して建設計画等に基づくことによりましての実施

になります。また、用地等の関係で拡幅が出来ないとかの関係もありますので、詳しくは、建設

部のほうで、そこのほうの対処は考えていただけるところです。また、熊本県におきましても、

交通安全プログラムを優先して事業を実施されるということを伺っておりますので、まずは、こ

れが出発点としてハード部門がスタートするということになります。 

 ソフト部門に関しましては、ハードにおいて対策が非常に厳しいところ、先ほど申し上げまし

たように、用地の関係で道路が拡幅出来ないとかいうところには、カラー舗装とかそういう物理

的に視覚に訴える形での交通の抑制、交通量の抑制とかスピードの抑制を図るような取組を行っ

ているところでございます。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） 一例を挙げさせていただきたいんですけど、龍ヶ岳小学校の一例なん

ですが、これは、道幅が狭い上に、龍ヶ岳郵便局前石壁が高さがあり、児童は石壁側を集団登

校しており耐震時は危険と思われる。この対策が、随時安全教育を実施となっているんですよ。

これは、ハード――、この事業の肝っていうのは、ハード事業の整備だと思うんです。それで、

これは市道なので、これ何らかのカラー舗装とかそういうのが出来ないのかなと一つ疑問に思

ったところです。で、この資料を見る限り、交通量が多い大矢野方面のハード事業が優先され

ているのかなというふうに感じました。これは、やっぱ交通量というのが加味されている部分

も少なからずあると思います。この全ての危険箇所を、やはりハード事業で整備するのは、財

源などの関係で難しいのは分かるのですが、これらの対策を市内の学校全てを通してのハード

事業の優先順位を付け振り分けを行うのだとしたら、交通量が少ないところは、ハード事業が

一向に整備されないんではないかと思います。私は、学校単位で危険箇所の優先順位を付け、

それぞれの危険箇所でハード事業を整備することによって、進行状況の差をなくすべきだと思

うのですがいかがでしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） 学校ごとに危険箇所は優先順位をつけられて提出されております。

会議の中で、現地での点検関係、そこのところでの結論ですので、予定されている事業とかそ

ういうところでそこの時期が変わってくるんだろうと思います。学校の校区単位でいければ１

番いいんですが、やっぱりそこには、そういう建設計画とか事業の都合が出てくるのかなと思

います。我々のほうでは、ここまでの答弁しか出来ないところです。 

○１番（北垣  洋君） 分かりました。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） それと、もう一つ。この資料を見て気になったのが学校のスクールゾ
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ーン半径５００メートルの交通安全対策の重点地域の設定、整備についてです。 

 上天草市は、観光や魚釣りで市外から多くの方が来客されます。地域住民なら、学校がある場

所を認識出来ているので気をつけて運転されますが、市外の方は分かりません。観光客を招くの

なら、そういった場所も交通安全プログラムの中で整備する必要があるのではないかと思いまし

た。 

 次の質問に移ります。今回の事故を受け、地区住民の方が子供の飛び出しの看板を購入し設置

するとお聞きしました。そこで、地区住民が自主的に注意喚起の設備を設置する場合、市の費用

の負担補助は可能なのでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） お答えいたします。地区住民の方々が、自主的にドライバーに対

して注意喚起などのために看板を設置される場合に、市が費用の負担や補助をすることは行っ

ておりません。しかしながら、通学路の交通安全の確保に向けた取組に関しては、通学路交通

安全プログラムに基づき、道路交通環境の整備についての協議は可能だと考えております。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） よろしくお願いします。 

 交通安全プログラムにつきましては、市が所管する市道におきまして、交通安全対策としまし

て、上天草市通学路交通安全プログラムで要対策箇所と判断されました通学路における注意喚起

の警戒標識と周知標識等の設置は、交通安全施設対策事業で可能なことでありますから、関係機

関と協議を行いながら取り組んでまいります。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。上天草市内の大部分は国立公園に当たり、国

道付近も野外広告物の禁止区域となっているため、住民や地域団体の申請では、交通安全推進

の看板等の設置は大変困難となっています。そこで、申請や手続についてのアドバイス等は、

可能でしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） お答えいたします。 

 地区住民及びＰＴＡなどの団体が看板等の設置を行う場合の申請手続などに係るアドバイスを

行うことについては、別段問題ございませんので、御相談があった場合は、支援させていただき

たいと考えております。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。ほかの自治体では、交通安全推進の補助金と

して、備品やパンフレットなどの交通安全の推進に関わるものを購入するときに補助が出る地

域もあるようなので、通学路以外の危険箇所の安全を図るためにも、今後、そういった補助も
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必要になってくるのではないかと思いました。 

 次に、子供たちが安心して遊べる場所がないという問題もございます。子供の本分は、よく学

び、よく遊ぶことだと思います。外で遊ぶことは、創造性、体力づくりに直結します。学びにつ

いては、図書館建設や、ＧＩＧＡスクールなどで整備されつつあります。公園の整備については

６月議会でも取上げましたが、そのときの答弁では、老朽化した遊具については排除していくと

のことだったと記憶しています。 

 姫戸・龍ヶ岳町では、小さな公園が数多くあります。既存の全ての公園の管理は、多額の維持

費、整備費がかかるので、困難だというのも分かります。 

 そこで、昨日の市長の答弁にもございましたが、今後、市が管理する４００以上の公共施設を

統廃合、削減していくとありました。そこで、子供たちの遊び場の確保のために、各地域の公園

の統廃合による新たな公園整備は行えないでしょうか。合併してもうすぐ１８年目を迎えます。

そのことも踏まえ、よろしくお願いします。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） 教育部の社会教育課で管理する児童公園、地区公園に関しまして

は、１４か所ございます。遊具のある児童公園利用者は、小学生以下が中心と考えられます。

各地区の児童公園を集約した場合、自宅からの移動距離が長くなったり、国道沿いを通行した

り、横断を要する児童生徒の発生が予測されることから、公園に至る経路の安全性も十分に考

慮する必要があると思います。ニーズは、地区に小さい公園をというニーズと、やっぱり中央

公園みたいに、ある程度大きな公園をというふうなニーズと分かれているのが現状でございま

す。児童公園の統廃合につきましては、周辺の児童生徒数や将来動向を見据えるとともに、立

地条件等を考慮し、廃校の校舎利用等も含め十分に検討する必要があると考えているところで

ございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。子供たちが安心して遊べるように、ぜひ、御

検討をよろしくお願いいたします。 

 以上で、大枠１の交通安全の取組についての質問を終わります。 

次に、１０月で３年目を迎えた前島施設のミオ・カミーノについて御質問いたします。 

 まず、施設のコンセプト、また、オープン以降の売上げ状況はどうでしょうか。お聞かせくだ

さい。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） おはようございます。お答えいたします。 

 前島観光交流拠点施設、通称ミオ・カミーノ天草は、上天草市グランドデザインと上天草市千

巌山前島地区総合開発計画に基づく、地域活性化に寄与する拠点づくりをテーマとして整備して

きました。社会資本総合整備計画による上天草市千巌山前島地区総合開発計画では、前島地区エ
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リアを上天草市の海の玄関としての拠点づくり。自然を楽しめる空間づくり。三つ目が、観光の

拠点として集客を図るための物販施設整備。四つ目が、公共交通機関やサイクリングでの市内周

遊を促進するパークアイランド機能の整備などを目標としており、民間の施設とあわせてその機

能を発揮する施設として整備してまいりました。 

 次に、年度ごとの売上げ状況ですが、令和元年度が、１０月１２日にオープンいたしまして、

その年度が約2,113万円、令和２年度が約5,941万円、令和３年度につきましては、１０月までで

約3,241万円となっています。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。オープン当初からコロナの影響を受け大変だ

ったと推察いたします。先ほど、市の施設のコンセプトにもありましたが、物販とアクティビ

ティ、分野ごとで見た場合、当初の売上げ見込額とどのように比較分析をしていますか。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） お答えいたします。 

 指定管理者の当初の収支計画では、令和元年度、初年度が、売上高が6,141万5,000円、令和２

年度が1億2,895万1,000円となっておりましたが、初年度の、先ほど申しましたように、売上げ

につきまして、初年度が約３４．４％、令和２年度が４６．２％となっておりまして、コロナの

影響が非常に大きかったものと考えております。議員の御指摘、分野別の売上げなんですが、詳

細な区分は出来ていませんが、アクティビティなどの料金収入が５％程度、バーベキューや物販

などの自主事業収入が残りの９５％として当初は計画されておりました。売上げの全体売上げが

落ち込む中、実績としましては、アクティビティ等の料金収入が、初年度が２０％、令和２年度

が約１０％となっており、自主事業の柱となっていますバーベキューや物販の売上げが大きく落

ち込んでいました。これは、集客の主力としていました団体客や、急激に伸びていましたインバ

ウンド旅行客を見込んでいたこともあり、新型コロナウイルス感染症の影響をまともに受けたも

のと分析しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。次に、私もよくミオ・カミーノに立ち寄るの

ですが、夏に行った際に、室内の温度が非常に高く感じるときがございました。従業員の方に

ヒアリングしたところ、天井付近までガラス張りの上、日照時間の長さと強い西日が原因で空

調が効かないとのことでした。お客さんの中には、暑いから早く出ようと言われる方もいたと

お聞きしています。これらは、滞在時間にも影響し、物販・飲食で大きな悪影響をもたらすの

ではと感じました。そのほか、従業員の中には、暑さのあまり体調を崩す方や商品やバーベキ

ュー用の肉を並べている冷蔵庫・冷凍庫からエラー音が鳴るほどだったとお聞きしています。

直射日光で商品が変色、劣化し、商品を卸している事業者にも影響を及ぼしています。 
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 そこで、お聞きしますが、室温の管理について、設備に不備があるのではと感じていますが、

事前に予測は出来なかったのでしょうか。また、今後どう対処するのかお聞かせください。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 空調設備は、正常に作動しているものの、暖房の効きが悪い

と指定管理者から報告があったため、令和２年１０月１４日の１年点検時に設計事業者及び設

備事業者に状況確認を指示しましたところ、当初の設計どおり機能しているとの報告を受けま

した。ただし、同年の夏において、室内の体感温度が高く来館者の方が不快な思いをしたとい

うこともありましたので、対処方針等について設計事業者及び施設事業者と協議し、対策とし

て空調の向きを変更するダクトブリーズラインの調整、サンシェードの設置を本年４月に行っ

たところでございます。しかしながら、今年の夏におきましても、冷房の効きが悪く体感温度

が高いとの報告がありましたので、館内の温度がどの程度になるか数値で把握し検証する必要

があるとして、指定管理者へ室内温度の測定調査を７月２６日から実施していただいたところ

でございます。結果としまして、空調温度を１８度に設定しているものの、天気や時間帯によ

っては、館内の温度が３０度を超えることがあり、冷房の効きが悪い状況であるとは認識して

いるところであります。このようなため空調設備につきましては、施設の断熱性や気密性、日

射条件、居住空間等を考慮し、冷暖房負荷計算により施設に適合する能力の空調設備が設計さ

れており、設計上は条件を満たしているところでありますが、建物東側のガラス面が受ける西

日の影響が想定以上に大きく、このことが冷房の効きが悪い原因として分析しているところで

ございます。西日の対策につきましては、令和元年度に、ロールカーテン等の設置を行いまし

たが、現在、さらなる冷房負荷の低減に効果がありますガラス面への遮熱フィルムの張りつけ

を検討しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。先ほど話にございましたが、令和元年度にロ

ールカーテンをつけたという答弁がございましたが、最初、これは事業者側から言われたのは、

遮光性が強いものをという要望があったと思うんですが、今現在ついているのが、遮光性があ

まりないものを選ばれているんですが、その点はどうですか。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） そこの状況は、私のほうでは把握しておりませんでしたが、

やっぱり景色とか景観とかを考慮した上で、現在の白いロールカーテンをつけられているもの

と考えております。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。やはり店内の環境は、滞在時間にも影響し、

売上げにも直結すると思います。そして、働く人の健康や商品を卸している事業者、食品衛生

の観点からでもよくないことなので、早急に対応してほしいと思いました。 
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 最後に、今後、どのようにして経営の安定化に取り組んでいくのかお答えください。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） お答えいたします。 

 ミオ・カミーノ天草は、オープンから間もなく、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受

け、当初計画どおりに誘客が出来ずに苦戦しておりまして、本年９月議会において、補正予算を

議決いただきまして、赤字額の一部を市が補填したところでございます。令和３年度においても

新型コロナウイルス感染症の影響は続いており、何らかの支援は必要と感じていますが、まずは、

財政的な支援が極力少なくなりますよう、イベントの開催やプロモーションなど集客面での支援

に取り組んでいるところでございます。 

 また、指定管理者からは、今議会に提案しています指定管理者の構成員の変更における指定管

理者の選定委員会に新たな事業計画を提出いただいております。計画の内容は、ウイズコロナ・

アフターコロナの対策、これまでの運営状況を分析された上で、施設運営の強化策が提案されて

いるところでございます。来館目標者につきましても、当初の計画では、初年度から３０万人と

していたものを、新たな計画では、指定管理者の最終年度であります令和５年度に３０万人達成

することを目標とし、収支計画については、当初計画では単年度収支を３年目から黒字化するこ

とで計画でありましたが、段階的な収支改善を行い、５年目に単年度収支の黒字化をする計画と

なっています。 

 市におきましては、これらの計画がスムーズに達成できるよう、毎月の指定管理者との定例会

議等で運営状況等を確認し、必要な支援を行い、経営の安定化に向けて取り組んでまいります。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 北垣洋君。 

○１番（北垣  洋君） ありがとうございます。コロナも最近沈静化して観光客も戻りつつあ

ります。パールセンターもパールガーデンとして新しくオープンします。本来のコンセプトを

見つめ直して、相乗効果で上天草市の観光がますます盛り上がることを期待して、一般質問を

終わりたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（桑原 千知君） 以上で、１番、北垣洋君の一般質問は終わりました。 

○議長（桑原 千知君） 次に、９番、宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） おはようございます。 

 ９番、日本共産党、宮下昌子です。通告に従い質問をいたします。 

 まず、原油高騰に対する支援についてです。コロナウイルスについては、県内でも感染者ゼロ

が続き落ちついているようですが、落ちついてきたということで人の移動も大きくなりました。

イベントなども多くの人たちでにぎわっているようです。しかし、新たな変異株オミクロン株も

見つかり不安に感じている人も多いのではないでしょうか。第６波も懸念されますが、また拡大

しないように、私たちも気を緩めることなく、常にマスクや消毒などを続けていかなければなり
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ません。コロナ禍が長期化し、これから年末に向けてさらに市民の暮らしや営業を守るためにど

うするのか対策が必要です。 

 そこで、まず、原油高騰に対する支援についてお尋ねをいたします。 

 これから寒さもますます厳しくなり暖房用の灯油も必要になりますが、灯油も値上がりが続い

ています。調べてみましたが、これは、１１月２９日現在でなんですけれども、全国平均１８リ

ットル1,952円。最も高いのは、沖縄県の2,275円。安いのは、岩手県で1,836円でした。熊本県

は1,954円、４７都道府県で２８番目です。大体平均値ぐらいだったと思います。ちなみに上天

草市は、１リットル98円、１８リットルで1,764円。これに、配達する場合、配達料が１リット

ル10円加算されるそうです。 

 ほかにも、４か月連続で電気、ガスも値上がりしています。もちろんガソリンもですが、ガソ

リンは、今週は少し先週に比べたら下がっているようです。これらは、コロナの影響を受けてい

る人や低所得者にとって重い負担となっています。 

 そこで、市民の暮らしを守る施策として、次の三つの支援についてお尋ねをいたします。１、

生活保護世帯、低所得世帯、ひとり親、高齢者、障害者世帯への福祉灯油の実施について。２番

目、福祉施設などへの暖房費助成について。３つ目、中小業者に対する燃料費の助成について。

順次、それぞれ答弁をお願いいたします。 

○議長（桑原 千知君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（坂田 結二君） よろしくお願いいたします。生活保護世帯、低所得世帯、ひ

とり親、高齢者、障害者世帯への福祉灯油の実施についてどう考えるかということでお答えさ

せていただきます。 

 福祉灯油とは、灯油価格の変動で冬期期間の生活に影響を及ぼす低所得世帯において、経済的

負担を軽減するため、灯油購入に係る一部を助成する制度として北海道を中心に実施されている

ところでございます。灯油価格につきましては、経済産業省資源エネルギー庁公表の石油製品価

格調査結果によると、宮下議員は、１１月の現在で言われましたけども、私たちは、１０月現在

で発言させていただきたいと思います。調査結果によりますと、熊本県の令和３年１０月末の店

頭販売価格が１８リットル当たり1,896円と、１年前と比較しまして、509円価格が値上がりして

おりまして、市民生活への影響を及ぼしていることは承知をしているところでございます。環境

省の２０１７年家庭のエネルギー調査によりますと、１世帯当たりの灯油の使用比率は、北海道

が５９％であるのに対しまして、九州は１５％と地域による差が大きく、灯油支出が消費に占め

る割合が比較的少ないことなどから、本市において、生活困窮世帯等への家計負担軽減策として

の福祉灯油の実施につきましては、現段階では考えていないところでございます。 

 それと、福祉施設などの暖房費への助成についてどう考えるかという質問でございますが、本

市の社会福祉施設であります高齢者施設、保育施設、障害施設におきましては、暖房として、主

にエアコンや床暖房が使用されているものでございます。エアコンや床暖房は、電気を多く使用

するため、原油価格高騰などに伴う電気料金の値上げは、施設の運営に大きく影響してくると思
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われます。現在、各施設では、エアコンの設定温度の見直しや稼働時間の調整など電気代の節約

に取り組みながら、サービスの質が低下しないよう対応しているとのことでございます。 

 暖房費への助成につきましては、各施設に、節電や燃料費及びほかの部分のコスト削減に努力

をされるようお願いをしていくこととしまして、福祉灯油と同様に、現段階で暖房費の助成は考

えていないところでございます。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 中小事業者に対する助成の実施についてということでござい

ますが、原油の高騰により、大小様々な事業者に限らず市民の方もお困りだということは認識

しております。国におきましては、離島に限り、島内の給油所等で販売されるガソリンを直接

消費者に販売した場合に給油所等に既定の割引額を助成する制度が創設されており、このよう

な制度を国が全国の給油所に拡大することで、国民や事業者に対しスムーズに助成ができるも

のと考えております。 

 また、農林水産省におきましては、農業では、農業施設園芸セーフティネット構築事業、水産

業では、漁業経営セーフティネット構築事業により、あらかじめ国と事業者で積立てた資金から

燃料費高騰時に補填金を支払うことで、燃料費の価格高騰への対策を実施しておられまして、既

に、農業者、漁業者の方でこの事業を利用されてる方がいらっしゃいます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） 今、答弁いただきまして、おおむね実施は考えてないということです

けれども、福祉部長の答弁では、北海道では５９％、九州になるとやはり暖かいので、１９％

ぐらいということですけれども、それでも、やはり使う量は少ないかもしれませんが、価格が

上がっているわけですから、負担は重くなっているわけですよね。で、全国では、既に寒い地

方を中心に、福祉灯油の実施や農漁業者、運送業など事業者への支援を始めた自治体もありま

す。先ほど、経済振興部長からは、農漁業者のセーフティネットがあるからということを言わ

れましたが、全部の農業者、漁業者がこれに入っておられるわけではありません。で、金子総

務大臣が、１１月１２日の記者会見で、総務省としては、地方自治体が行う生活困窮者に対す

る灯油購入費の助成といった原油価格高騰対策に要する経費に対し特別交付税措置を講じます。

地方自治体が、生活者や事業者の支援に不安なく取り組めるよう、財政支援をしっかりと行っ

てまいりますと述べておられます。特別交付税措置率は２分の１、対象経費としては、生活困

窮者に対する灯油購入費等の助成、そして、社会福祉施設、これは養護老人ホーム、障害者施

設、保育園、幼稚園などですが、それに対する暖房費高騰分の助成、公衆浴場に対する燃料費

高騰分の助成、農漁業者等に対する燃料高騰分の助成ということになっています。これは、来

年３月までの時限措置ではありますが、このことは、各担当課は御存じでしょうか。これを受

けて、各担当課では何か対応は考えられたのでしょうか、お尋ねします。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 
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○経済振興部長（山本 一洋君） 金子大臣の発言は、お聞きし、報道で知りましたが、我々の

ほうにそういった国からの正式な通知がまいっておりませんので、そこの部分は検討していま

せん。 

○議長（桑原 千知君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（坂田 結二君） 今、経済振興部長が言われたように、私たちのほうにも、国

からのそういった実施要項とか様式が流れてきておりませんので、今の段階では、補助金の活

用についてはまだ不明確なところもございますので、現段階では、他市の状況とそこら辺を注

視しながら考えていきたいというふうには思っております。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） そういうのを知ってはいるということですけれども、じゃあ、通知が

来なければ何もされないんでしょうか。金子大臣がそういうふうにおっしゃったわけですから、

それは、こちらのほうから、通知が来ないんであれば、どういうことでしょうか、してもいい

んでしょうかということで、自治体としては、国・県に対して問合せをするなりして実施する

のが行政の仕事ではないかと思うんですけども、全国でも、そういうふうに通知が来てないか

らということで言われたところもあるようですが、私たちの日本共産党の国会議員団で、政府

に対して自治体へ周知徹底するように強く要望をされました。それで、いろいろ資料もここに

届いてきているんですけれども、ちょっと見せます。地方公共団体の実施する原油価格高騰対

策に係る特別交付税措置ということで、こういう資料もありますが、ぜひ、これは、国に対し

て問合せをしていただいて、２分の１を国が負担するということですので、これは、ぜひ実施、

あまり悠長に考えると、もう時期を通り逃してしまいますので、今実際にもう寒いし、明日、

明後日ぐらいから、特にまた寒くなると天気予報でも言っておりますので、このことに関して

は、早急に動いていただきたいというふうに思うんですがいかがでしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○９番（宮下 昌子君） 担当課でいいんじゃないですか。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 内部的な話で申し訳ありませんが、多分、交付税措置の文書

は財政課のほうに行っているかとは思います。それが、まだ原課のほうに届いていないのが現

実じゃないかなと思いますので、その辺は、財政課とちょっと協議しまして、対策できること

があれば対策してまいりたいと思います。 

○議長（桑原 千知君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（坂田 結二君） 熊本県内の１４市でございますが、福祉灯油の制度というの

は、今行われている市はございません。ただ、今後、その特別交付税を活用できるということ

で、財政課との協議の上、うちが実施するかどうかというのは、その判断を今後協議する必要

がありますので、そこら辺は、他市の動きも注視しながら考えていきたいというふうには思っ

ております。 



82 

 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） よその自治体がどうするかを考えてということじゃなくて、よその自

治体がやってなくても我が市が率先してすればいいことなので、ぜひ、これは早急に、本当に

もう寒いですので、早急にお願いしたいと思います。高齢者の方々も、やはり今コロナの影響

もあると思うんですが、外出を控え家にいる時間が長くなってきています。なるべく暖房器具

を使わないようにしているとか、昼間も布団に潜り込んでるとかいう声もあるようですので、

ぜひ、事業者、農業者の方々もそうです。コロナで打撃を受けた上に、燃料高騰で二重三重に

苦しまなければなりませんので、これは、ぜひ、早急に動いていただきたいと思いますが、市

長いかがでしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 市長。 

○市長（堀江 隆臣君） 特別交付税そのものは、もう決定通知が来ているので、恐らくあんま

り予算が成立しない予算、今審議中の予算の中のことだろうと思っています。２０日ぐらいに

は予算が成立すると思いますので、その段階で検討したいと思います。ただ、２分の１の特交

の措置があったとしても、半分は自主財源の負担ということになりますので、実施するかどう

かというのもあるんですが、実施した場合にどの程度カバーできるか、そこら辺も実施するか

どうかの検討材料になりますので、しばらくお時間をいただきたいと思います。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） ぜひ、早急に、本当にさっきから何度も言いますように、もう寒くな

っておりますので、ゆっくり考えていたらもう時間がなくなってしまいます。これは、５割、

半額を国ですけれども、その灯油缶１缶自体がほかの事業に比べたらそんなに大きな金額には

ならないと思いますので、ぜひ、早急に検討していただきたいと思います。 

 次に、国民健康保険税の子供の均等割軽減についてですが、来年４月から未就学児の５割軽減

が国の制度として始まります。私も、これまで子供の均等割については、子育て支援に逆行して

いるのではないかということで免除や減免を求めてまいりました。なかなか実現は出来ておりま

せんが、今回、未就学児については、国の制度として実現いたします。これは、全国で軽減撤廃

を求める運動が広がった成果ではないかというふうに思います。全国でも独自に制度の創設をし

ている自治体も増えてまいりました。時間が少し足りなくなりそうなので、１番の数字について

は外したいと思います。それで、一昨年の６月議会ですが、この６月議会でも一度取上げており

ます。そのときに、県とも協議し内部で研究すると答弁されていますが、その後、どう協議し研

究されたのか経過をお尋ねします。 

○議長（桑原 千知君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（坂田 結二君） よろしくお願いいたします。 

 令和元年６月定例会での一般質問にて提言を受けまして、市独自の減免制度の在り方について

県内他市町村の状況を調査したほか、県の国保高齢者医療課に問合せをしたところでございます。 

 県内の自治体においては、芦北町が１８歳以下の子供を扶養する世帯の負担軽減を図るため、
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令和元年６月に１８歳以下の被保険者に対する免除措置を制度化しております。本年１１月末日

現在において、県下で減免措置を制度化しているのは芦北町のみでございます。県内における国

民健康保険の運営は、平成３０年度に、県及び県内全ての自治体の共同運営となりまして、県を

責任主体とした財政運営を現在行っているところでございます。また、現在、同じ所得で同じ年

齢層、世帯構成であれば、県内どの市町村でも同じ負担となるよう、県内の保険料水準を統一化

するため県を主導とした作業が進められております。令和６年度から、統一化に向けた達成時期

についての検討を行うとしていることから、各自治体が独自の減免措置などを行えば県下一斉の

統一基準に合わせた調整が必要となりますので、現段階では、市単独で減免措置を行うことは好

ましいとは言いがたいところでございます。よって、本市独自の減免措置等は計画しないことと

したところでございます。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） 今、部長の答弁ですけれども、県下で統一するということで動いてい

るということですが、実際に、今、国民健康保険税というのは、皆さんにとって負担が重いと

いうのが１番アンケートなんかでも声が返ってくるんです。ということであれば、子供たちの

均等割をどうか考えてほしいということで、県への要望も、ぜひ、今統一に向けて動いている

ということであれば、各自治体からそういう声を出せば県も考えていくことになりますので、

ぜひ、そういう声があるということを県には要望していただきたいというふうに思います。 

 では、次に、財政問題について移ります。 

 地方債残高の内訳についてですけれども、新大矢野図書館建設問題で、合併特例債も借金では

ないか。有利とはいえ、借金しても大丈夫なのかという市民の声がありました。まず、地方債の

現在高、つまり借金についてお尋ねしますが、令和２年度の決算では、約177億5,000万円となっ

ています。その内訳ですけれども、地方債として起債したお金は返さなくてはいけません。これ

に対して交付税措置というのがあります、国が元利償還金の何割か、事業によってパーセントが

違うと思いますが、肩代わりしてくれるんですけれども、その地方債のうちの交付税措置がある

分をお聞きします。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

 普通会計における令和２年度末時点の地方債残高約177億5,000万円のうち、約９６％に当たる

約170億6,000万円は普通交付税措置があり、残りの約6億9,000万円は普通交付税措置の対象外と

なっております。なお、普通交付税措置の対象となっている約170億6,000万円の地方債、地方債

残高のうち、約130億4,000万円が交付税として措置される見込みとなっております。 

 以上です。 

○９番（宮下 昌子君） 次に、今年度の償還額と発行見込額は、どういうふうになっているの

かは分かりますでしょうか。すみません、通告に入れてなかった。じゃあ、次に移ります。令

和３年度末での決算でどうなるのかというふうなことで、見込みとしてどう計画を立てられて
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いるのかというのをお聞きしたかったんですけども、じゃあ、次に、合併特例債についてです

けれども、起債可能額は、確か合併当初、上天草市は170億円ぐらいだったかなというふうに思

うんですけれども、これまでの発行額と今後の予定についてお伺いします。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） お答えいたします。 

 平成１６年の合併から令和５年度までの２０年間に発行可能な合併特例債の額は、ハード事業

分156億3,820万円。ソフト事業分22億1,750万円の総額178億5,570万円となっております。ハー

ド事業分は、令和２年度末時点で、94億1,560万円発行しており、令和３年度９月補正までに、7

億9,550万円の発行を予定しておるところです。残り54億2,710万円が発行可能でございます。ソ

フト事業分は、20億9,000万円を発行し地域振興基金に積立て、社会福祉協議会補助金などに活

用しております。今後、発行期限を迎える２年あまりの間に、市道の舗装補修事業や、各小中学

校の屋内運動場改修事業、新大矢野図書館等整備事業など新市まちづくり計画に掲載された事業

に活用する予定でございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） では、ハードのほうで残り54億と今答弁されましたけども、それの今

後の予定についてはありますか。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） 今、申しましたように、市道の舗装や小中学校の屋内運動場です。 

○９番（宮下 昌子君） ということは、さっき可能額は178億円ということでしたけれども、こ

の178億円全部を今後使ってしまうということで計画は立ててあるんでしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） これを使ってするような必要な事業があれば、これを充てていき

たいと考えております。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） この合併特例債について、先月でしたか、ちょっと財政課長にお聞き

したときに、１年間据え置いて、そのあと返済というふうに聞いたような気がしたんですけど、

いろいろ調べてみたら、３年間は利子のみを返済して、４年後から元金も返済ということで合

併特例債について出てきたんですけれども、特例債の返済についてはどんなふうになっていま

すか。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） 私が知り得るところでも、今、議員がおっしゃられた１年間です。

据え置いて償還しているところだと思っております。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） わかりました。１年間据え置いて、その後から返済していくというこ
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とですね。 

 では、次に、令和４年度の予算編成方針が発表されました。令和３年度の予算編成方針では、

人口減少などの影響で市税や地方交付税などの減少が見込まれ、令和３年度以降の収支差額はマ

イナスになります。そのマイナスを市の貯蓄にあたる財政調整基金で補填した場合、令和６年度

に基金が枯渇します。危機的状況を回避するためには、さらなる歳出カットと歳入確保が必要に

なりますというふうに広報でありました。令和４年度の予算編成方針では、前年度からマイナス

１０％の編成ということで載っておりました。市民への影響についてどう考えておられるのかお

尋ねします。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） お答えいたします。 

 令和３年度の予算編成方針では、新型コロナウイルス感染症の影響による税収の減など、先が

見えずに厳しい財政状況がしばらく続くことが懸念されたため、政策的な経費等に対して、前年

度マイナス１０％のシーリングを設け、行政の努力に加え市民及び各種団体の御協力を得ながら

編成したところでございます。 

 一方、新型コロナウイルス新規感染者数は、８月下旬以降減少傾向に転じ、９月末をもって、

全国の緊急事態宣言及び蔓延防止等重点措置は全て解除され、行動制限も段階的に緩和している

ところです。また、政府による経済対策及び補正予算により、財政面から経済の下支え対策が示

されたことから、令和４年度予算編成方針においては、市民各種団体に対しさらなる負担をお願

いすることはなく、歳入歳出面両面で行財政改革を一層推進することとしたところです。 

 歳入面では、ふるさと納税を初めとする自主的、主体的歳入確保策を強化し、歳出面では、事

業の選択と集中、スクラップアンドビルドの徹底により新規事業等の財源を捻出することとして

おります。 

 なお、義務的経費、投資的経費及び新型コロナウイルス感染症対策費用については、必要額を

要求することとし、それ以外の経費については、前年度と同規模まで要求を可能としたところで

ございます。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） 市民への影響については、そういうことで方針を立てられましたが、

では、市民への影響はあるのかないのか。どういうことがあるのかということについては。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） 市民への影響といいますと、例えば、補助金カットとかいうこと

でしょうか。そういうのは、令和３年度と同じですから、令和３年に加えて補助金をカットす

るというようなことはございません。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） 今、令和３年度ですけれども、今現在、いろいろやっておりますけれ

ども、令和４年度になって、今の現状とそうは変わらないのではないかということですね。 
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 次に、今後の計画ですけれども、令和元年、２年度、続けて財政調整基金の取崩しをされてい

ます。私も、市民のために必要なことには、取崩しをして使ってもよいと思います。しかし、上

天草市第４次財政計画というのがありまして、これを見てみますと、その計画とは大きく変わっ

てきているようです。長引く新型コロナ感染拡大の影響等も考えられますけれども、今後の計画

についてお尋ねいたします。 

○議長（桑原 千知君） 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） お答えいたします。 

 本市の第４次財政計画は、令和２年度から令和５年度までの集中的な投資と健全な財政運営を

図り、市財政の姿を的確に見通すための中期的な計画として令和２年２月に策定いたしておりま

す。この間、自然災害への対応や新型コロナウイルス感染症対策など、躊躇なく財政支出を行わ

なければならなかったことなどから、一時的に予算額が膨らみ、財政計画等の乖離が生じたこと

については、まず、御理解をいただきたいと思います。 

 このように、近年、緊急的な財政出動により予算規模が膨れ上がったものの、財政計画に目標

としてあげる令和５年度財政指標の経常収支比率９５％、実質公債費比率１５％は、いずれも令

和５年度の目標をクリアしているところでございます。 

 また、御指摘の財政調整基金についても、令和３年度当初予算では、約6億3,700万円を繰入れ

て編成しましたが、９月補正予算で前年度剰余金の積立てなどにより、本年３月末時点の残額約

27億円が、今年度末の残高では、30億円を上回る見込みでございます。これらを踏まえると、市

財政の健全性は確保出来ているものと考えております。新しい５次財政計画は、令和５年度中に

策定予定ですが、第３次総合計画やポストコロナに対応し新しい生活様式、合併特例債の活用期

限到来後の普通建設事業、公共施設マネジメントの推進、脱炭素社会といった市が直面する様々

な歳出要因を踏まえた内容となる見込みですが、引き続き健全な財政状況を維持し得る計画とし

たいと考えております。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） 健全性は確保しているということで、今、答弁がありましたけれども、

自治体の財政力を示す指標の一つに財政力指数というのがあります。これは、基準財政収入額

を基準財政需要額で割ったもので、過去３年間の平均値となっておりまして、大きくなるほど

財源に余裕があるというふうにされております。それで、１．０であれば、収支のバランスが

とれているということを示していまして、１．０を上回れば、基本的には地方交付税交付金が

支給されません。上天草市をちょっと調べてみましたけれども、上天草市は、令和元年度、０．

２５から、令和２年度では、０．２６となり、０．０１上がってはいますけれども、県下１４

市の中で、１４番目ではないかというふうに思います。１に対して、０．２６というのは、財

源に余裕があるとは言えないのではないかというふうに思うのですが、そのことについては、

いかがお考えでしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 市長。 
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○市長（堀江 隆臣君） 財政力指数は、いわゆる財政の財政力が強いか弱いかという判断より

は、どちらかというと、財政の硬直度のほうを表現したものではないかと私は考えています。

要は、いわゆる自主財源よりは依存財源のほうが多いという、その財政の入りのお金の分析の

結果、その数字が出てくるわけです。ですから、我々としては、いわゆる自主財源が多ければ

多いほど、あるいは不交付団体になれば、特に、国の方針に従わなくても自分たちの独自のや

り方が非常にやりやすくなるというのは考えられると思います。 

 ただ、上天草市のように、いわゆる依存財源のほうが大きく、普通交付税に頼っている自治体

の場合は、国の方針とか国の支援の仕方にやっぱり乗っていかなければならないという、そうい

う部分でも何か苦しさはあるかと思うんですが、ただ、逆に言えば、交付税措置というのも立派

な支援策でもあります。我々も、国から現金でもらえば１番いいんですけど、国も現金があるわ

けじゃなくて、やっぱり長期的な返済の中で、その返済分を負担していくというやり方が、昭和

からずっと続いています。今、ここで大きな転換があるとは、とても思えませんので、地方財政

の考え方、あるいは仕組みとしては、我々としてはそういった形で運営をしていく心構えが必要

かなというふうに考えています。 

○議長（桑原 千知君） 宮下昌子君。 

○９番（宮下 昌子君） 上天草市の場合は、若い人たち、働く世代ですね。現役世代が少なく

て、６５歳以上の人たちが増えてきているわけですので、市税収は、今のところ、ずっと過去

を見てみますと大体横ばい状態ではありますけれども、なかなか自主財源といいますか税収に

は大きく期待は出来ないかなというふうに思いますので、今、市長が言われたことには、少し

理解も出来ます。で、今日は、家庭でいう借金や貯金についてお聞きしましたけれども、今後

は高齢化や人口減少も進みます。入ってくるお金は、ますます少なくなってくるということで

はないかというふうに思います。 

 新大矢野図書館建設も決まり、さらに宮津地区の開発計画も進んでいます。今後、借金返済で

市民の暮らしに影響が出るのではないかというふうに、多くの市民の皆さんが心配しておられま

す。今後、合併特例債についても聞きましたけれども、選択と集中というところで活用を予定し

ている事業が果たして本当に必要な事業か。合併特例債が活用できる間にということになってい

ないか。今一度考える必要もあるのではないかというふうに思います。基本的には、地方自治体

の仕事は、福祉の増進を図ることにあります。これは、地方自治法の第１条にありますが、今日

はそういう思いからの質問となりました。まずは、市民の皆さんの暮らしを守ることを最優先に

していただきたいというふうに思います。先ほど最初に質問しました、特に、暖房費や燃料費な

どの助成については、今この時期なので急いでぜひとも実現をしていただきたいというふうに思

います。 

 質問はこれで終わりますけれども、最後に議長にお願いがあります。コロナも大分落ちついて

きました。私たちの一般質問についても、コロナ感染拡大を防止するという意味で時間短縮し今

４０分になっております。しかし、今、少し落ちついてきましたし、今度の議会終了後にも執行
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部との懇親会も予定されるということですので、その前に、私たちの一般質問時間を元の１時間

に戻していただけますよう、議運の中でも審議していただきますようお願いしまして、私の質問

を終わります。 

○議長（桑原 千知君） 以上で、９番、宮下昌子君の一般質問は終わりました。 

 ここで、１０分間休憩をいたします。 

 

休憩  午前１１時１３分 

                                             

 

再開  午前１１時２３分 

○議長（桑原 千知君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 １０番、西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） １０番、西本輝幸です。議長のお許しが出ましたので、下水道事業

について質問をいたします。 

 下水道事業は、旧松島町において昭和５０年度に事業着手し、平成４年４月から供用開始され

ています。使用開始から２８年が経過し、この間、市では、事業計画区域内の整備に取り組まれ、

ほぼ計画どおり整備が完了していると思います。そのような中、下水道事業の経営については、

汚水処理経費を下水道使用料で賄うことが出来ておらず、令和２年度には、他会計から1億7,592

万6,000円が下水道事業会計へ繰入れられておられます 

 このような状況の中で、下水道事業については、施設の老朽化に伴い終末処理場施設や管路等

の改修は避けて通れず、今後、経営基盤の強化や経営健全化の取組は重要課題であると思います

ので、下水道事業の概要についてお尋ねをいたします。 

 まず、最初に、下水道計画区域面積及び整備率、区域内の世帯数及び加入率について説明をお

願いいたします。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） おはようございます。よろしくお願いします。 

 上天草市特定環境保全公共下水道事業の全体計画区域としましては、松島町合津と阿村地区の

１８８ヘクタールとしております。整備済み面積は、令和２年度末まで、１８２．３ヘクタール、

整備率が９７％となっております。区域内の世帯数は、１，７１５世帯で、合津地区が９５３世

帯、そのうち加入済みが９２７世帯。加入率９７．３％。阿村地区では７６２世帯で、加入済み

が５９４世帯、加入率は７８％となっております。全体の加入率は約８８．７％となっておりま

す。 

 未整備地区につきましては、松島庁舎付近の太陽光発電所となっているような開発予定箇所の

みが残っている状況となっております。 

 以上です。 
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○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今、答弁されましたけれども、松島庁舎周辺に太陽光が設置してあ

りますけれども、その部分を除いては、全てもう下水道区域内の整備は済んだということで理

解していいですか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） はい、そうです。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 次に、下水道計画区域面積及び整備率、地区内世帯数及び加入率に

ついて説明をお願いします――。これはいいです、２点目に行きます。今のは、もういいです。 

 では、次に、平成１６年度合併から令和２年度までの１年間の下水道使用料の推移について説

明をお願いします。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） １６年から全部言ったほうがいいですか。 

○１０番（西本 輝幸君） はい。時間があるから、言っていいじゃないですか。 

○建設部長（小西 裕彰君） じゃあ、徴収金額ベースで説明いたします。平成１６年度で4,062

万2,956円。平成１７年度、4,123万9,772円。平成１８年度、4,341万3,701円。平成１９年度、

4,686万8,323円。平成２０年度は、料金の改定を行いまして、5,283万7,210円。平成２１年度

で5,430万4,929円。平成２２年度、5,559万5,252円。平成２３年度、5,753万441円。平成２４

年度、5,604万8,849円。平成２５年度、5,627万6,288円。平成２６年度は、消費税率が５％か

ら８％に改定されました。これで、5,662万9,273円。平成２７年度、5,824万7,043円。２８年

度、6,039万7,331円。平成２９年度、6,150万1,883円。平成３０年度、5,984万1,945円。平成

３１年度、令和元年度は、料金改定を行いまして、6,224万9,121円。令和２年度、6,641万

9,516円となっております。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今、答弁されましたように、１６年の合併から２回改定をされてお

ります。それと、２６年度には、消費税が５％から８％に改定された関係で増額をしているこ

とは分かりますけれども、では、その分の維持費については、年ではどのくらいかかっており

ますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 令和２年度の運転管理委託料と汚泥の収集運搬及び処分費用、処

理場等の電気料の固定的な経費に、総額は、5,759万1,087円となっております。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今の答弁では、１年間の維持費が、5,759万1,087円ですか。それと、

委託料が6,641万9,516円ということで、維持管理費と収入のバランスがとれてないと思うんで

すよ。それで、この点も、もう今後考慮して経営努力をしてもらえればと思います。 
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 次に進みます。平成１６年度の合併から令和２年度までの下水道加入世帯の推移について説明

をお願いします。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○１０番（西本 輝幸君） これも、最初からお願いします。 

○建設部長（小西 裕彰君） はい。下水道への加入者の人口の推移については、平成１６年度、

２，６２６人。平成１７年度、２，８９４人。平成１８年度、３，１６０人。平成１９年度、

３，４２５人。平成２０年度、３，６５２人。平成２１年度、３，８６８人。平成２２年度、

４，０７４人。平成２３年度、４，１８４人。平成２４年度、４，１３３人。平成２５年度、

４，０５９人。平成２６年度、３，９７９人。平成２７年度、４，００１人。平成２８年度、

３，９６３人。平成２９年度、３，８８０人。平成３０年度、３，８４４人。平成３１年度、

令和元年度は、３，７７７人。令和２年度で、３，７７８人となっております。 

 今後も、市内の人口減少に合わせて区域内の人口も減少するものと見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 加入世帯の人口については、平成２３年度が、４，１８４人という

ことで、ピークですね。そして、令和２年度には、３，７７８人ということで、１０年間で計

算しますと、大体４０６人ぐらい減少しております。もうこういうことを考えますと、将来的

には、人口減少に伴う使用料金の減少も多分見込まれますので、今後も、他の会計からの補助

金は見込まれますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 下水道事業への一般会計からの繰り出し基準につきましては、毎

年、総務省からの基準が示されており、本市においても、この基準に沿って繰り出しを行って

おります。ただし、現状としまして、今年度実施している経営戦略計画策定等の国庫補助の対

象とならないような事業を実施する際には、基準外の繰出金をお願いしているところです。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 最初に説明がありましたように、整備率については、９７％、それ

と、加入率については８８％と、整備率に対して加入率が低いと私は思うんですけども、加入

促進はどのように計画されておられますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 下水道の整備につきましては、整備区間を順次拡大し、工事を行

っております。下水道が使用するようになった時点で、その都度、地区説明会を開催しまして、

加入促進を行ってきたところです。平成２３年度で管路の整備をおおむね完了したため、地区

での説明会等につきましては、その後、開催はしておりません。広報等により、加入を促して

いるところです。また、個別にも説明を行っておりますが、大きな進捗には至っていないとこ



91 

 

ろです。 

 今後は、未加入者へのダイレクトメールの発送や、個別訪問等を実施しまして、未加入者に多

いと思われる単独処理浄化槽設置者へ下水道の必要性や単独浄化槽が環境に及ぼす影響などを周

知し、加入者増加につなげていきたいと考えております。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今の答弁で、加入促進のために単独浄化槽を設置している方達に、

下水道加入へ転換をお願いするということですけども、これは、何らかの補助金は、考えてお

られますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） ほかの浄化処理方式と比較して、環境負荷が高いと言われる単独

浄化槽、単独処理浄化槽の設置数を減少させる対策として、また、下水道の加入促進を図る上

でも、何らかの補助制度が有効であると考えますが、下水道法上では、下水道の供用開始後、

速やかに下水道に接続することとなっておりまして、これまでも多数の方がこの運用を遵守し、

接続されていることも考慮しますと、まだまだ検討の余地があると考えております。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 使用開始から、もう３年以内で、速やかに下水道に接続せねばなら

ないということは分かっておりますけれども、しかし、単独浄化槽から下水道に切り替えるた

めには、とにかく補助金か何かしないと、なかなかこの加入というのは、私は難しいんじゃな

かろうかと思いますので、今後は、いろんなアイデアをもって加入促進に励んでもらえばと思

います。 

 次に、下水道使用から２８年経過していますが、各種の耐用年数は何年になりますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 下水道施設の耐用年数についての基準としましては、下水道施設

の改築をする際の国庫補助対象となる経過年数を基準として説明いたします。 

 この基準は、施設の種類や仕様ごとに細かく分類されており、分類ごとに耐用年数が定められ

ております。その項目が４５０項目以上に細分化されているため、代表的なものについて説明を

行います。管理棟や処理施設のコンクリート製の躯体が５０年、塗装や防水が１０年、ポンプな

どの機械設備が１５年、受変電設備は２０年、継続機器が１０年、下水道管路施設が５０年、車

道部のマンホールの蓋が１５年となっているところです。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今の説明では、もう大部分が耐用年数を経過しておりますけれども、

この耐用年数を超過しなければ、補助金の対象はならないのですか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 基本的には、耐用年数を経過しなければ、国庫補助の対象とはな

りません。しかし、現在、国が補助の採択要件としているストックマネジメント計画の策定時
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に、耐用年数の経過以前に保全をすることで、施設の長期間利用が見込まれる施設については、

耐用年数経過以前でも、補助対象となっているところです。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） この下水道施設については、もう、ぜひ定期的に管理をされて、末

永く利用できるように保全に努めてもらえればと思いますけれども、昨日の髙橋議員の話がさ

れておりましたけれども、上天草市上天草衛生組合施設の管理がよく出来ていると、管理され

ているということでしたけれども、私も、何回も見学に行きましたので、部長課長あたりも、

できれば見学されて、下水道管理者の方にも、ちょっといろんなことを勉強させてもらえばと

思います。 

 次に、合併後、耐用年数が経過し、老化に伴って、改修工事及び修繕費の総額は、幾らになり

ますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） ここでは、国庫補助を活用し、計画的な施設の改修や機器全部の

取替えや、一部の修繕取替えを行う改修単独費による経過劣化等による部分的な部品交換、修

繕、突発的な発生した故障の対応を修繕と位置づけて説明をいたします。 

 平成１６年度から、国庫補助を活用した施設の改修の実績は、処理場施設で総額5億5,228万

9,000円。管路施設で9,587万6,959円となっております。平成２４年度からの事業実施としてお

ります。 

 また、単独費用の修繕費につきましては、総額で3,228万2,317円となっており、年平均で約

190万円程度となっております。傾向としましては、数年に１回程度大型の修繕が発生しており

まして、令和２年度には、大小約700万円の修繕を実施している状況です。ここ数年に古い機器

については、故障のリスクが上昇しているため、計画的に予防保全対策を実施していきたいと考

えているところです。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 令和２年度の修繕費が大体700万ぐらい使用されていますけれども、

この件については、次の質問と重複する部分がありますので、次の質問を行います。 

 次に、今後、終末処理場や管路等の改修工事や老朽化に伴い、経営改善に向けた取組は、どの

ように対応されているのかお尋ねをいたします。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 先ほどの説明と重複しますけども、機器等の維持管理や修繕につ

きましては、基本的には、単独費での対応となりますが、施設の改築や改修については、一定

の条件を満たせば、国の補助制度が活用出来ます。補助率につきましては、下水道処理施設に

関わるものについて、５５％。管路施設や処理場の管理棟などについては、５０％となってお

ります。また、補助の残額については、下水道事業債及び過疎対策事業債を活用することで、
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起債額の５０％から７０％が地方交付税措置とされているところです。現在、補助要件にもな

っております下水道の処理場及び管路施設のストックマネジメント計画を策定し、改修や予防

保全等の工事を実施することで、国庫補助を活用し、最小限の投資で長期間施設を利用できる

よう事業を進めているところです。 

 この計画を実施することで、劇的な経営改善とはならないところですけども、経営に圧迫する

ことのないよう、有利な財源を有効的に活用しまして事業を進めてまいります。また、現在作業

を進めている下水道経営戦略計画の反映や、下水道使用料改定の必要についても、定期的に議論

を行い、経営改善へとつなげていきたいと考えております。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今、答弁されました現在進めている下水道経営戦略計画とは、どう

いうものですか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 上天草市の下水道経営戦略計画は、平成２９年度に策定し、運用

しておりますけども、近年策定した下水道ストックマネジメント計画や、令和元年１０月から

実施した下水道料金改定等を反映した計画とするため、現在、改定作業を進めているところで

す。 

 計画の内容としましては、下水道事業の将来にわたって安定的な事業を継続していくための中

長期的な経営の基本計画でありまして、その中心となる投資、財政計画は、施設設備に関する投

資の見通しを試算した計画と、財源の見通しを試算した計画を構成要素として、投資以外の経費

も含めた上で、収入と支出が均衡するよう調整した計画であり、策定後もこの取組の進捗管理や

計画と実施との乖離検証、その結果を踏まえた定期的な見直しを行う必要があるものです。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 今の答弁で、収入と支出が均衡する調整計画だと思いますので、ぜ

ひ、これは今バランスがとれておりませんので、ぜひ、現実化するように努力をしてもらえれ

ばと思います。 

 次に、市の枠を超えた広域連携の取組で取り組んでいることがあったなら、説明をお願いしま

す。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 超高齢化人口減少時代と言われる２０４０年問題に向けまして、

国の提言により、県が主導的に各自治体へ呼びかけて、下水道施設の広域化、集約化の協議を、

本市においても平成３１年度から実施しているところです。これは、熊本県内を７ブロックに

分けて検討を行っているもので、上天草市においては、天草市、苓北町と天草ブロックで協議

を行っておりますが、施設の集約化については、地理的な要件で難しいものとの認識で一致し

ているところです。 
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 そのほかに、業務委託を集約して発注することでのコスト削減の可能性や、あらゆる業務の物

品の購入などについて、コスト削減の可能性があるものについて、引き続き協議を行っていると

ころです。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） 地理的な理由によって、広域化とか共同化が難しいことは理解出来

ますけれども、そのほかに、何らかの削減等の検討はされたことありますか。 

○議長（桑原 千知君） 建設部長。 

○建設部長（小西 裕彰君） 下水道を運営していく中での処理場の運転管理費、余剰汚泥の運

搬費及び処分費、電力量や薬剤費については固定的な経費でありまして、支出の額も大きいと

ころです。今後、この分野について、どのように削減や圧縮ができるかの検討も必要になって

くるかと思われます。 

 具体的な例としまして、運転管理委託の業務内容を軽減するような見直しを行い、委託料の圧

縮が出来ないか等を検討してまいります。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 西本輝幸君。 

○１０番（西本 輝幸君） その件については、是非、検討するようにお願いをしておきたいと

思います。将来的には、人口減少や耐用年数を経過した処理場施設、管路等などの劣化は、避

けては通れない状況にあると思いますので、広域化のような、何らかの施策が実現できるよう

な期待をいたしまして、私の質問を終わりたいと思いますけども、最後に、市長にお尋ねをい

たします。今後、少子化が続く中で、現在の収入では、到底、将来的には、下水道の継続運用

は厳しくなると思いますので、今後、どのような構想を持っておられるのか。このことについ

てお願いします。 

○議長（桑原 千知君） 市長。 

○市長（堀江 隆臣君） 御指摘のように、加入率を上げる努力は必要だとは思っております。

ただ、本来、下水道事業というのは、やっぱり公営企業法が適用されますので、本来は、加入

されている負担金で事業を行うのが基本ですよね。ただ、この松島の下水道事業は、もうスタ

ート当初から、３割は行政が負担するということを前提にスタートしています。ですから、加

入率を１００％に上げても、行政の負担が減るというのは、現実的には、なかなか考えにくい

んです。その中で、やっぱり老朽化していく中で、維持費を負担していかないといけないとい

うことになるならば、上天草全体の世帯数が、１万１，３９８で、１５％の世帯数が下水に加

入されてます。その他の方々が、いわゆる浄化槽設置者なんで、浄化槽はそれぞれ御家庭で負

担をしていただきます。ですから、行政で負担する下水の負担というのも、やっぱり正直限度

があるなというのは、私の思いであります。それでも、やっぱり維持をしていかないといけな

いということになれば、下水道の使用料と浄化槽の負担金額を、できるだけちょっと縮めてい

く努力が必要かなと思います。質問の中で御指摘されたように、人口減少の中で、集落が段々
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小さくなっていけば、下水のカバーするエリアを少しずつ狭めていく、逆に、下げていくこと

も、ひとつ検討していく必要があるのかなというふうには思っています。水道のように、接続

して経営の上で合理化を図るというのは、なかなかちょっと現実的じゃないので、それはやり

ながら、経費削減に向けて努力をしていきたいと思いますが、基本的には、多分そういうこと

を努力していかないと、行政負担というのは、増えていく可能性はあるなというふうに思って

おります。 

 あとは、本当に、国庫支出金のほうをうまく活用しながら、できるだけ負担のない形で維持費

を捻出していきたいというふうに考えてます。 

○１０番（西本 輝幸君） 分かりました。以上で、終わります。 

○議長（桑原 千知君） 以上で、１０番、西本輝幸君の一般質問は終わりました。 

 ここで、昼食のため休憩し、午後１時から会議を開きます。 

 

休憩  午前１１時５５分 

                                             

 

再開  午後 １時００分 

○議長（桑原 千知君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 会議を開く前に、執行部から発言の申出がありましたのでこれを許します。 

 総務部長。 

○総務部長（宇藤 竜一君） よろしくお願いいたします。 

 さきの宮下議員の一般質問において、答弁留保としておりました本年度の市債の借入額及び償

還額について申し上げます。 

 借入額が、21億1,962万9,000円。償還額が24億111万6,000円でございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） それでは、会議を開きます。 

 ７番、田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） ７番、田中辰夫でございます。本年最後の一般質問でございます。昼

食後の一般質問ということで、大変と思いますが、よろしくお願いをいたします。 

 議長の許しが出ましたので、通告どおり、最初、市内トイレの現状と今後について。二つ目に、

上天草総合病院等の施設及び離岸堤についてを質問をしたいと思います。 

 最初は、市内トイレの現状と今後についてということで、もちろん天草全体も見ましても、熊

本県内でも有数の観光地であります上天草市におきまして、前も質問したことあるんですが、非

常にトイレがいかがなものかなというのを思っております。今年の４月に、私たちの選挙があっ

たときも、選挙カーで回るとき１番思うのが、トイレはどこのトイレがいいかなあっていうのを、

まず考えて、ルートを考えるような状態であります。ほかの議員さんは、どうか分かりませんが、
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私は、そういう、まず、女性のトイレのどこで停まろうかなというとを考えるぐらい、ちょっと

お粗末な部分があるんじゃないかというのを実感しております。また、他県や他市のトイレ等に

行きますと、まず、駐車場に車を停めた時点で、駐車料金といって500円とか取りに来られます。

その代わり、ごみが落ちてない、草もない、トイレはきれい。旅行とか仕事等でトイレに行った

とき、やっぱきれいなところを利用したい。これは、誰しもと思います。そういう思いがあって、

今回、質問をしております。 

 それでは、上天草市が、漁港、港湾、観光振興、社会教育の各分野で管理している屋外公衆ト

イレの箇所数、または、洋式と和式の割合をお伺いいたします。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） お答えいたします。 

 経済振興部の屋外公衆トイレは、箇所数で３７か所、便器の数で１３３個を管理しております。

そのうち、洋式と和式の現在の割合は、洋式の便器が４９個、３７％、和式のほうが８４個、６

３％となっております。なお、経済振興部所管のトイレは、現在、洋式化を進めており、年度末

には、洋式が９１個、７０％、和式が３９個、３０％となる見込みでございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） よろしくお願いします。 

 社会教育課所管のトイレにつきましては、屋外から直接利用できるものも含めまして、９か所

を管理しています。全設置数は３９基であり、うち、洋式が１９基で４９％、和式が２０基で５

１％となっております。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） 経済振興部長の答弁によりますと、今年度末で７０％近くが洋式トイ

レに変わると、なってしまうということで、これは、お聞きしましたところも、和式の分は、

どうしても必要なところは、和式で残さざるを得ないというところだそうでございますので、

ほぼ洋式化が終わっているんじゃないかと。また、社会教育のほうも、もうちょっと洋式化率

を上げるべきじゃないかと。これにつきましては、今日は、あれしてませんが、学校施設も含

めて、やっぱりその洋式化が遅れてる部分があるんじゃないかなと私は感じております。今、

家庭において、ほとんど洋式化されております。特に、新しい家、新築とか新しい家につきま

しては、ほとんど洋式化がされております。そういう中で、子供さんたちもやっぱり学校に行

って、和式と、びっくりするような状況もあるんじゃないかなと思っております。一遍には出

来なくても、やっぱ計画性を持って洋式化を進めていただければと思います。 

 それでは、２番目に、合津港トイレ、今泉多目的トイレ、教良木山村広場トイレは、観光客や

市民が多く利用する施設と思いますが、今後の施設の維持や管理の方針をお伺いします。また、

屋外公衆トイレの存続、建て替え、取壊し等についての市の統一的な方針をお伺いします。 
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○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 通称合津港トイレにつきましては、合津港旅客船待合所の機

能として、待合所の利用客に付随していたものではありますが、待合所の機能がなくなった後

も、トイレだけは開放していたところでございます。現在、施設は待合所としての必要性もな

くなり、老朽化しているため、本年度の当初予算に解体工事を計上し、解体することとして進

めているところでございます。また、今泉多目的トイレは、継続して使用することとしており

ます。市の統一的な方針としましては、建築物においては、アクションプランを定め、適切に

維持管理を行うこととしております。このアクションプランにおいて、合津港旅客船待合所は、

待合所としての必要性がなくなったことから、今後は廃止し、施設を解体するとしており、本

計画に基づき、条例の廃止と解体工事を進めているところでございます。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 教育部長。 

○教育部長（山下  正君） 教良木河内山村広場につきましては、体育館前と駐車場の２か所

に屋外トイレが設置されております。維持管理につきましては、シルバー人材センターに委託

しており、今後も、同様に適正な管理を行っていくこととしております。体育館前のトイレに

つきましては、汲み取り式で、駐車場トイレと隣接していることもありますので、老朽化等に

より使用出来なくなった場合は、建て替えを行うことは考えておりません。廃止の方針です。 

 施設の管理方針につきましては、全体的な方針につきましては、先ほどの経済振興部長が申し

上げましたとおり、上天草市公共施設等総合管理計画アクションプランに基づき行っていくこと

としております。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） 合津港トイレにつきましては、解体ということでございます。しかし

ながら、今回、この議会におきまして、地元の方から請願も出ているようでございます。また、

これには、地元議員さんの紹介を持って、請願が出ております。このトイレにつきましては、

請願の内容に書いてありますとおり、やっぱり観光地の一つの拠点地域でございます。そうい

うことで、ここは、観光並びに釣り客が多い。それと、あそこには、たまに観光バスが停まる

んですよ。停まって、やっぱ利用されてるということの状況を考えますと、請願で出ていると

おり、ここは、一応、建物が古い。また、トイレもまだ旧式のやつということで、これは、解

体するにしても、あとは、やっぱり私は何らかの形でトイレは作らないといけないだろうと私

は考えます。しかしながら、これを解体しますと、実際、作るにしても時間がかかります。そ

の間、どういう利用を考えていらっしゃるのか、お伺いします。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 平日は、海運会館のほうのトイレが利用になれます。それと、

土日と夜間につきましては、現在、どれぐらいの人が、果たして利用されているかが分かりま
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せんので、仮設トイレの設置を今検討しているところでございます。その上で、どういった利

用状況なのかを把握して、作る作らないを考えてみたいとは考えております。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） 確かに、その敷地内に海運会館がございます。そこを開放していただ

くのは大変ありがたいと思います。しかしながら、そこには事務所がございます。やっぱその

事務所の関係の皆さん方とも、やっぱり盗難とかですよ。もしも、分からないでもないですよ

ね。だから、そこのところは、しっかり話合いをしてもらいたいと思います。今、言われたと

おり、土日、祭日、夜間ですね。そういう場合の扱いですが、今、仮設トイレと言われました

けど、実際、仮設トイレもいくつ設置をされるのかもお伺いしますけど、実際、私は、阿村で

仮設トイレ経験ありますけど、もう大変なんですよ。トイレで１番大変と思うのは、市が作り

ましたと、あとの維持管理なんですよ。清掃なんですよ。これは、誰がするのかって話なんで

すよ。阿村地区におきましては、地元の方々とか、老人会あたりでやっていただいて、今もあ

ると思いますけど、大変だったんですよ。この維持管理をちゃんとすることが出来なければ、

市としても、なかなか作るにしても難しいんだろうと思います。ここの建物は建てれば、絶対

全て維持管理かかってくるんですけど、まず、清潔に保つために、どれぐらいの頻度で掃除を

するのかによっても、また、シルバーさんを頼まれたにしても、お金が発生するわけですよ。

なので、そこのところですね。やっぱり地元の皆さん方と、こういうトイレにしろ、やっぱり

取壊したりとか、作るにしても、地元の人ともう少し事前の会話といいますか、話合いといい

ますか、いうことをしないと、またこうやって請願とか挙がってくるわけですよね。利用する

地域の皆さん方としては、やっぱり利用価値があるからお願いしますということで、請願を挙

げてくるわけです。だから、そういう取壊しとか設備をどうにかするというときは、やっぱり

地元の人たちと、うまく話合いをしていただいて、両方で折り合って、前に進めというやり方

をしていただきたい。これは、今泉のトイレ、教良木の山村広場、教良木の山村広場につきま

しては、部長が申されましたとおり、体育館の横のトイレは、本当に、もう私が言うのもあれ

ですけど、ちょっと衛生的にもいかがなものかと私も思っておりますが、利用される方がどう

しても残してほしいというお願いのもとで、市のほうも考慮していただいて、利用していただ

くということで、大変ありがたい話です。で、こちらの、本当は駐車場の奥にそれなりのちゃ

んとしたいいトイレがありますけど、やっぱそこはどうしても遠いと。どうしてもグラウンド

ゴルフとか、年配の方が利用される部分が多いんで、どうしても遠いという話で、その古いト

イレをどうにか使わせてくれないかと。やっぱそういうのも、ひとつの話合いですよね。そう

いう地域の皆さんと、老人会なり、そういう話合いのもとに、前向きな話合いになって利用が

できるということでございますので、できる限り地域の皆さんとの話合いをしてほしいという

のが私の要望であり、絶対してほしいと思います。 

 今泉は、トイレにつきましては、はっきり言って、今、登山客結構多いですよ。次郎丸嶽、や

っぱり、本当あそこの次郎丸の出発するところの、あそこに本当はトイレ欲しいですよね、利用
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者としては。それが、今は、多目センターの上のグラウンドゴルフをしていらっしゃるとこの上

の仮設のトイレになるんですよね。なので、よそから来られた人が、なかなか行きづらい部分も

あって、かといって、今度、またさっきの話じゃないけど、トイレが本当にきれいなのかという

のがあるんですよ。地元の皆さん方が清掃していただいて、それなりにきれいだろうと思うんで

すけど、あそこまで歩いていって、あっと思われるか。これも、また一つの観光につながるんだ

ろうと思うんですよ。やっぱトイレというのは、人間誰しも必要性のあるやつですよ。やっぱそ

こを、まずきれいにする。きれいにするためには、どうしなければいけないか。地域の皆さんた

ちの協力をもってできるものなのか。市がお願いして、業者にお願いしてできるものなのか。や

っぱそこをうまくやっていかないと、これは絶対必要なものですから、ある以上はきれいにしな

いと、使う人の気持ちが損なわれるわけですよ。自分だって、わざわざ汚れてるところでしたく

ないですよ。だから、このトイレを作るにしろ、使用するにしろ、維持管理と清掃をちゃんとや

っていただかなければ、トイレの意味がないと。私の見た感じでは、旅行者、上天草市は観光地

です。どこでトイレしていらっしゃると思いますか。コンビニでしていらっしゃいますよ。コン

ビニはきれいですもんね。定期的に掃除もされています。おまけにウォシュレットです。やっぱ

り皆さん、そうしてきれいなところを利用したがるんですよ。だから、やっぱ店のトイレを借り

れば、帰りに100円でもジュースでも買って帰ろうかとなるわけですよ。だから、市の、上天草

市でトイレ利用するにして、駐車した場合にお金取るとこ一つもないです。あるのは、樋合の海

水浴場の時期に、500円漁業組合が取ります。それだけです。私は、きれいにしたり、清掃、い

ろんな面を含めて、取れるところは取ってもいいんじゃないかと。地域の皆さん方に協力をして

いただくか、500円のうち100円でもやればいいじゃないですか。地域の皆さん、老人会の皆さん

方のひとつの活動のお金になればいいじゃないですか。缶を拾ってもらったり、掃除してもらっ

たり、草を取ってもらったり、やっぱりそういうことをしながら、出すばっかりじゃなく入れる

ことも考えてトイレを考えていただきたい。 

 そこで、ちょっと前置き長くなりましたけど、この合津港のトイレは、今、部長言われました

けど、仮設を置くと言いましたけども、仮設の、取壊しの時点から置くんですか。あくまでも、

今のその海運会館を利用しながら解体になるんですか。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 仮設トイレにつきましては、まだ予算も確保してございませ

ん。これから、そこは確保することになりますので、当分の間は、海運会館を使っていただき

たいというふうなことで考えております。それと、海運会館につきましても、外側からちょっ

と入れないかどうか。その辺も検討した上で、仮設を設置したいと考えております。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） よろしくお願いいたします。そのためには、やっぱりこの話合いをし

ていただきたいというのが、私の願いであります。今泉のトイレにつきましては、本当に歩か

れる方々からすると本当に遠いと思いますし、今、特に厚着してらっしゃるし、なかなかやっ
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ぱばたばたするんじゃないかなと思うので、ここもよく検討していただきたいと私は思います。 

 もう最後になりますが、トイレは皆さんが一番分かってるとおり、必要性のある品物です。観

光地上天草にとりましても、市民にとりましても必要なトイレでございます。どうか維持管理と

清掃面をしっかり話し合っていただいて、いいトイレにしていただければと思います。御検討お

願いいたします。 

 それでは、２番目に、上天草総合病院の施設及び離岸堤についてをお伺いいたします。 

 上天草総合病院関連施設、病院、介護老人保健施設、看護学校、保健センターの利用者用駐車

場の現況、駐車可能台数及び利用状況、また、駐車場について、利用者の声を把握していらっし

ゃるかお願いいたします。 

○議長（桑原 千知君） 病院事務部長。 

○病院事務部長（須﨑 朝幸君） よろしくお願いします。 

 現在、当院には、関連施設を含めて約１４０台の利用者用駐車場がございます。利用状況につ

きましては、特に、病院の正面玄関に近い介護老人保健施設下の駐車場及び障害者専用駐車場は、

午前１０時ぐらいまでは満車の状態となっていることが多い状況でございます。利用者からも、

駐車場が不足しているのではないかという声は聞いているところでございます。そのため、駐車

場整理員の配置や、外来診療を予約制にし、分散して来院していただいたり、職員駐車場の一部

を外来駐車場へ変更するなど、駐車場の確保に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） それでは２番目に、今後、駐車場の拡張計画はあるのかお伺いいたし

ます。 

○議長（桑原 千知君） 病院事務部長。 

○病院事務部長（須﨑 朝幸君） 現在、病院の周辺には、駐車場を拡張する場所がございませ

んので、拡張計画は今のところございません。 

 以上でございます。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） はい。今の答弁は、ちょっと困りました。ないということですね。分

かりました。今現在の駐車場はありますけど、皆さん利用されて分かると思いますけど、駐車

する幅が旧の幅で狭いんですよ。かといって、車は大型化してきます。その辺、もう乗り降り

のときに、ドアを開けるのにやっと体が出るぐらいの幅しかとれてません。隣の車が軽自動車

ですと、若干の余裕はありますけど、乗用車同士ばっかり停めた場合の余裕が少ないと思いま

す。今、ゆめマートとか、コスモスあたり行かれると分かると思いますけど、大きなショッピ

ングの駐車場というのは余裕がございます。そういう駐車場が現在の駐車場と私は考えます。

そうすると、今の駐車場じゃ、ますます足りなくなる。職員の駐車場は、海岸のほうにあると

思います。お客さんの駐車場が、今、言われたとおり、施設の地下といいますか下といいます
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か。と、見えるところの駐車場。ここで、私は、ないならどうにかしないといけないですよ。

幅がいっぱいいっぱいなんですよ。特に、ワゴン車同士なんか停めたら、もうほとんど余裕が

ないです。それで乗り降りをしないといけないです。で、やっぱり当てたら、いろんなまた問

題が出てきます。あそこは風も強いですから、風でパッとドアを持っていかれるときもありま

す。やっぱそういうことを考えると、ある程度の駐車の幅は、必要性があると思います。今で

も足りないという話でございますので、おまけには、拡張計画もないという話であります。こ

れは、私は、おかしいと思います。今のニーズに合ったやつを取り入れながら、駐車場が足り

ないんであれば、そこはもうちょっとちゃんと話合いの計画を立てたり、話合いをするべきじ

ゃないですか。利用者あっての病院じゃないですか。そこで事故とか、悪い気分にさせるわけ

にはいかないでしょう。どう思いますか。お願いします。 

○議長（桑原 千知君） 病院事務部長。 

○病院事務部長（須﨑 朝幸君） お答えいたします。 

 駐車場の車の車幅につきましては、先ほども答弁しましたとおり、駐車場の台数が不足してい

る状況でございますので、そちらのほうは、全部は出来ませんので、一部拡張できるところがあ

るかどうか、今後、検討していきたいと思っております。 

 つきまして、駐車場の台数とか不足のところにつきましては、先ほど申し上げた場所以外に、

龍ヶ岳体育館の裏とか、その辺の駐車場がございまして、そちらのほうは、若干、空車の状況で

ございますので、案内版の設置等をして、そちらのほうに誘導していければと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） 今、お答えいただきましたけど、そういう、もう足りないわけですか

ら、現状で足りないわけですよ。それで、まず、もう増やさないとどうにもできないですよ。

まず、増やさないと。だけど、理想というか現状に合わせるならば、もうちょっと車幅を広げ

ないといけないですよ。事故しないためにも。やっぱりそういったところも含めて、本当にし

っかり考えてもらわなければいけない。上天草市の総合病院ですよ。皆さんのものですよ。し

っかり考えてください。 

 それと、もう一つ思うんですが、次３番ですけど、今、上天草総合病院の玄関に行くには、真

っすぐ行って玄関の前に行くということは、左回りなんですよね。普通、タクシーなんか乗った

とき、左後ろが開くんですよね。ということは、普通は右回りなんですよ。お客さんが玄関の前

で降りる体制をとるのが普通なんですよ。ゴルフ場の玄関でもそうじゃないですか。右回りで左

で降りるじゃないですか。普通、車っていうのは、特にタクシーとか考えた場合には、絶対右回

りなんですよ。それを、今現在、左回りにしてるんですよ、うちは。やっぱり、これも事故のこ

とを考えると、お客様は左から降ろすべきなんですよ。左側のほうに玄関を向けなきゃいけない

んですよ。私は、そう考えます。事務部長、どう考えますか。 

○議長（桑原 千知君） 病院事務部長。 
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○病院事務部長（須﨑 朝幸君） 現在、当院の正面玄関前は、交通事故防止の観点から一方通

行としているところでございます。しかしながら、先ほど、議員がおっしゃったとおり、左回

りの一方通行としているため、タクシーを乗り降りする場合は、正面玄関の反対側の道路のほ

うから乗り降りすることとなりまして、安全性に問題があると感じているところでございます。

ですので、今後、利用者の利便性、左回りから右回りの一方通行に変更することなど、利用者

にとっての最善の方法を検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） 事務部長さんとか、皆さん方に言ってはおりますが、まずは、事故が

ないこと、安全が１番なんですよ。病院に行くお客さんというのは、何かを患って病院に行っ

ているわけですから、私みたいに健康な人が行く場合も検査とかありますけど、普通は、もう

やっと車から降りるとか、そういう状態の人が多いんですよ。そういう人たちが事故に遭わな

いために、ゆっくり降りていただくためには、私は、やっぱり右回りなんだろうと。左から降

ろすのが本当だろうと。ここは、ぜひ、改善をしていただきたい。駐車場の幅もです。駐車場

が足りないのであれば、増やすことを前提に、前向きに、これは、急がないと駄目なんですよ。

ここは、市のほうとも、しっかり話し合っていただいて、やっぱりこの駐車場の問題、これは、

もうお客さんのためであり、上天草総合病院のため、上天草市のための駐車場なんです。私は、

そう考えます。 

 だから、この点につきましては、しっかり議論していただいて、早急に解決していただきたい

と思います。市長、どうでしょうか。 

○議長（桑原 千知君） 市長。 

○市長（堀江 隆臣君） 田中議員、どうしたら駐車場広がると思いますか。どこをしたら駐車

場の可能性が広がると思いますか。御意見を、ちょっと参考までにお聞かせいただければと思

うんですが。 

○７番（田中 辰夫君） それは、できることであれば、もう土地がないんであれば、建てるし

かないです、上に。 

○議長（桑原 千知君） 市長。 

○７番（田中 辰夫君） それか、今言われたとおり、空いてる土地があれば、そこにするか考

えないといけないですよ。 

○市長（堀江 隆臣君） お気持ちはよく分かるんですけど、現実的にどこをという、ちょっと

話もしたんですよ、事務部長とも。で、更地のところは、ヘリポートにもなってるし、あとは、

やっぱり医療機関ならではの機器が地下にもあるので、いわゆるその立体駐車場とするのも非

常に厳しいのが現状なんですよ。敷地があれば、今おっしゃるように、早急に対応というのも

検討できるんですけど、現状として、なかなか駐車場として利用できる敷地が見当たらないと

いうのは、非常に、今の現状です。ですから、お気持ちは分かるんですけど、もう絶対的なそ
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の土地が少ないので、やっぱり効率よく運用するというのを、まず一つ心がけないといけない

なということは、ちょっと話をしました。で、駐車場が空いてるところを、的確にこちらも把

握して、そこに車を誘導する。やっぱそういうことをやりながら、効率よく車を回すというの

は、ひとつ、まずは、やらなければならないことかなというふうには思ってます。玄関前も、

議員がおっしゃることは、確かに私も理想と思います。思うけども、もう病院も３０数年経っ

て、じゃあ、今、あのスペースでそれをやれと言われても、なかなか現実難しいですよね。で、

事務部長が言ってるのは、きららと体育館の間を時計回りに回したらどうかということを、今

検討してるというふうには言いました。だから、そうなると、おっしゃるように、左から降り

れるようにはなるんですが、私は、逆に、体育館ときららの間もそんな見通しのいい通路では

ないし、建物の下を通らないといけないスペースもあるじゃないですか。だから、逆に、接触

事故が増えるんじゃないかなという心配もしています。だから、もう今現状の状況を鑑みて、

最善のやり方を、まずはとってみてくれということは、私のほうからも一応言ってます。駐車

場を増やしたいのは、本当に、それは、私もどうにかなればどうにかしたいんですけど、もう

場所そのものが非常に限られてるんで、今の状況では、具体的にはお答えするのは、なかなか

ちょっと難しいというふうに考えています。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） いや、市長が言われるのはわかります。ただ、やっぱりそういう、今

言われたとおり、空いてる土地をうまく利用するとか、そういうことを前向きに考えていかな

ければ、この問題は解決しないんですよ。それで、右回りの問題も、今、言われましたけど、

確かにですね。だから、それは検証していいですよ。検証するなり、何かの行動を起こしてく

ださいと。そして、利用者が安全に利用できるようにしていただきたいというのが私の思いで

ございますので、そこは御理解いただきたいと思います。 

 それで、最後になりますが、上天草総合病院の沖合に、手前には、消波ブロックで積んでるや

つがありますけど、そのもう一つ奥に、石で積んである一文字防波堤があるんですよ。それが、

もう３０、もう大分なりますんで、もう目が詰まってといいますか、実際、高さが低くなってき

てるんですよね。それで、その消波能力、消波の効果が薄れてきている。なおさら、今の時代は、

高潮で全体的に潮が高くなってきております。あまりこの効果が薄れてきていると私は思います。

だから、それを効果を出すためには、やっぱりもう少し現状の高さに合わせた、やっぱりこの  

石ですか、無規格の石と昔は言っておりましたけど、今はないそうですけど、やっぱり石を積ん

でいただいて、この消波のため、一つは、同院の護岸を壊さないための一つの一文字でございま

すので、そういうのも含めて、今後、計画していただきたいと思うんですが、よろしくお願いし

ます。 

○議長（桑原 千知君） 経済振興部長。 

○経済振興部長（山本 一洋君） 病院沖に設置されています離岸堤は、消波ブロックからなる

小屋河内漁港の海岸施設で、平成１１年に整備しまして、離岸堤の天端の高さは、設計高は３．
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７メートルに設定しているところでございます。令和元年度の小屋河内漁港海岸長寿命化計画

策定時に、施設の現地点検及び測量を実施しましたところ、天端の高さは３．７メートルを満

たしており、一部の消波ブロックに、ひび割れや破損が生じてはいるものの、消波機能に影響

を及ぼすほどの変状は生じておらず、健全度評価はＣで、要監視段階と判断しており、早急に

対策工事を要する施設ではないと判断しております。 

 また、１２月３日に、職員のほうが測量を実施したところ、天端高は、設計高の３．７メート

ルを満たしていることを確認したところです。しかし、波浪により、背後地に越波が激しい状況

である場合には、越波の状況を把握した上で対策を検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（桑原 千知君） 田中辰夫君。 

○７番（田中 辰夫君） 分かりました。ただ、今、どこでも一緒です。高潮対策として、かさ

上げしておりますね。確かに、測り高は３．７だったかもしれないでしょうけど、実際、もし、

潮の大きいときは、浸かって見えないんですよ。やっぱりそういう状況が現状なんです。これ

は、私は、そういう現状をお伝えしときますので、今後、何かあったときでは遅いので、よく

監視とかをしていただきたいと思います。 

 これで、田中辰夫の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（桑原 千知君） 以上で、７番、田中辰夫君の一般質問は終わりました。 

 以上で、本日の日程は、全部終了いたしました。次の本会議は、１２月２０日午前１０時から

行います。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでございました。 

 

散会  午後 １時３８分 

 


